
大 震 災 の 経 験

はじめに

１９９５年１月１７日の大震災は淡路・阪神地区

に多大な被害をもたらした。今後の参考にな

るかと思うので当院での経験を報告する。

当院は１９４８年に神戸市中央区に設立され、

１９８６年３月に北区惣山町へ新築移転した。病

床数４０２床、年間退院数約５３００、１日平均外来

患者数１１００人の総合病院である。建物は地上

７階、地下２階で図書室は７階東部分に位置し

ている。

地震直後

当院は神戸市の北、六甲山系の裏側に位置

するため、病院全体としてみれば被害は比較

的少なかった。当初より電気、ガス、水道の

ライフラインは確保できたため、病院業務へ

の支障はあまりなかった。

病院職員の人的被害はなかったが、肉親を

亡くした者Ａ名、家屋が倒壊した者１５名をは

じめ家屋の半壊や一部損傷は１００名以上に及

んだ。 私は神戸市中央区に住んでいるため、

地震当日は通勤手段が奪われ、電話連絡がと

れたのも１０時近くになってからであった。そ

の時は書架などが倒れ込んでいるためか図書

室、病歴室とも内開きのドアが開かないこと、

そのため中の様子がわからないこと、他の図

書室職員が無事であることを知った。翌日に

は天井のダクトを通って施設課職員が室内に

はやし ともこ：社会保険神戸中央病院図書室
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入り何とかドアを開けることができたが、診

療録や書籍、雑誌の散乱はすさまじく、とり

あえずファクシミリ、パソコンを起こすのが

やっとであった。

本来の日常的な業務を行うことなどは到底

無理で、外来窓口業務の応援、後片付けに時

間が過ぎた。

図書室の被害

図書室、製本雑誌、書庫内の物的被害は下

記の通りである。

１．木製書架 両面６段３連 ３台中１台

片面６段２連 ６台中３台

上部の継ぎ目の破損、棚の破損、書籍は

ほとんど全部飛び出していて、一部は書架

の下敷きになっていた。

２．雑誌架 ６段 ４台、５段 １台

６段のものは２段重ねのものであったため

折れるように倒れていて破損がひどかった。

５段のものは倒れはしたものの見た目には

破損は見られなかった。

３．製本雑誌用スチール棚

全体が北方向に将棋倒しになりドアを塞

ぐ形になった。棚はほとんどが歪み、製本

雑誌は落下散乱していた。

４．閲覧用机・椅子

多少キズはあるものの使用可能。

５．０Ａ機器

パソコン２機（ＮＥＣＰＣ－９８０１ＤＸ，Ｍａｃｉｎ－

ｔｏｓｈＣｅｎｔｒｉｓ６１０）は床に落ちていたが壊

れなかった。プリンターは破損がひどく使

２５
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用不可であった。ファクシミリ１台は多少

破損したが、使用には差し支えない。

；
：棚から落下、床

に散乱する書類とカルテ

復旧作業

２０日になって通勤手段が確保でき、北区以

外の地域の職員も出勤できるようになった。

そこで本格的に復旧作業を開始したが、足の

踏み場もないため、できるだけ廊下に運び出

すことから始めた。

１．病歴室

まずは診療録を整理し、利用できるように

することが当面の課題となった。図書室職員

３名だけでは見通し も立だなかったが、・業務が

ストップ している健診センターからの応援を

得て３月 第３週に は病 歴室内に保管していた

１９９１年から９３年までの３年分、約１６，０００件を整

理し直し、地下の倉庫に収納することができた。

また、散乱した個人別カードも庶務課から

の応援を得て整理統合できた。

２６

２．図書室

２月はじめに病歴室の日常業務ができるよ

うになってから、雑誌の整理を行った。なる

べく製本に出して身軽になるようにしたが、

散乱がひどく、揃えるだけでかなり時間がか

かった。２月２８日に１１８冊を製本業者に渡した。

受け入れ雑誌の利用は展示する場所がないた

め床置きの箱に入れたままで、雑誌架か３月

３０日に納入され、やっと通常の雑誌の利用が

できるようになった。

書籍類は書架の納入が５月連休明けになる

見通しで現在まだほとんど手つかずの状態で

ある。

３．製本雑誌書庫

他部署の応援を得て、７人で２日がかりで全

部の製本雑誌を運びだした。棚は歪みがひど

く使用できない状態であった。４月に入って

補修を行ったが、製本雑誌はまだ運び込むこ

とができず廊下に積んだままの状態である。

４．日常業務

前述したように、雑誌の受け入れは２月に

なってから行ったが、書籍の受け入れはほと

んどしていない。

相互貸借は１月は震災後でＯ件であった。２

月に入ってから多少落ち着くと依頼が出始め、

２月４８件、３月７３件と震災前の件数に戻ってき

た。中には当院所蔵の文献も含まれているの

だが、取り出すことができないため他施設へ

依頼した。また、総合目録などどうしても必

要な資料類がすぐには取り出せず、半数ちか

くは業者への依頼となっている。

おわりに

病院としては軽微。しかし図書室は７階に

あって揺れがひどくスチール棚、キャビネッ

ト、書架の倒壊や破損が大きかった。復旧作

業を通して思うのはいかに人手が大事かとい

うことである。もの一つ運び出すにも人手が

多ければ多いほどよく捗る。

震災後、早い時期に病図協からの被災状況



の問い合わせがあり、慰問や見舞金、ボラン

ティアの申し出等の支援をいただいた。まだ

ボランティアについては実現していないが人

手はまだまだ必要で、何らかの形で手伝って

いただければと考えている。

今回の地震は未明に起こったため職員の人

的被害はなかったが、業務中であったならば

我々もどんなことになっていたがわからない。

棚の固定等を十分に行っていなかった点は反

省すべきであるが、実際問題としてかなりの

重量のある書架、キャビネットなどが動き、

倒壊するとは想像もつかなかったことである。

高さの低い書架で統一し、逃げられるスペー
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スを 確保して安全を期するのがいちばん良い

のだが、 スペ ースにゆとりのない病院図書室

では到底無理であろう。 とは言うものの、職

員の安全、利用者の安全は第一に考えなけれ

ばならないことである。今後は防災訓練等で

とっさの判断や動作を修得すべきであろう。

阪神大震災を経験して、当院での状況を報

告したが、災害はいつ、いかなる時に、どこ

で起きるかわからない。日頃防災を心がけ る

ことが大事ではあ るが、起こった後のことも

考えておく必要があると思う。一施設だけで

はどうにもならない場合もあるので、図書室

ネットワークでの支援体制の充実を期待したい。
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